




The Mutual Transformation and Relationship between Outsiders and 













































































筆者は、「つながりの関係性」の仮説検証のため、2014 年 5 月から 9 月の間、20 代









































































































ガイドC 50代 東京都 群馬県 片品村 東京都 Sターン
リタイア後
ガイド
ガイドD 40代 群馬県 群馬県 群馬県 Sターン ガイド
ガイドE 30代 群馬県 片品村
群馬県 
片品村 東京都 Iターン ガイド



























































































































よそ者には、山岳ガイドに限らず I ターンや S ターンで地元に定住している就農者な
ども存在する。山岳ガイドが＜尾瀬への永年居住意識は必ずしも高くない＞という意












（3） 片品村は群馬県の北東部に位置する村で、人口は 4,855 人、世帯数 1,672 世帯（2014 年 9
月 1 日現在）。現在 8 区の行政区からなっており、戸倉地区は第 7 区で尾瀬の玄関口に位
置している。（第 1 区）須賀川・御座入・菅沼・築地・下平、（第 2 区）摺渕・幡谷、（第 3
区）鍛治屋・栃久保・登戸・山崎・栗生・針山、（第 4 区）下小川・中井・穴沢・上小川、




















（7） 尾瀬サミットが最初に開催されたのは 1992（平成 4 年）年 8 月 4 日である。直近では、
2015 年（平成 27 年）8 月 31 日から 9 月 1 日まで、福島県桧枝岐村営尾瀬沼ヒュッテにて
開催された。
（8） 2013 年度（平成 25 年度）の「尾瀬傷病事故統計」によると傷病事故数は 90 件に上り、平
成 19 年度 109 件、平成 23 年度の 98 件に次いで件数が高い結果となっている。傷病事故に
至った原因は、木道での転倒・転落事故が 77 件と圧倒的に多く、全体の 85.6％を占め、木
道整備区間が多い尾瀬国立公園の特徴を示している。原因は写真撮影や景色を眺めるなど
よそ見による足の踏み外し、雨や雪で滑って転倒等様々である。
（9） 平野長靖は、1971 年（昭和 46 年）に尾瀬を群馬県側から福島県側に抜ける南北に横断す
る観光道路開発から尾瀬を守った自然保護活動家であり、尾瀬で最初の山小屋である長蔵
小屋の三代目支配人である。
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